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経営成績の概要
（単位：千円）
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※ＲＯＡ・ＲＯＥの数値は第3四半期の実績値を通期換算して計算しております。

2018年3⽉期3Q 2019年3⽉期3Q 対前年 対通期予算

実額 売上⽐ 実額 売上⽐ 増減額 増減率 予算 達成率

売上⾼ 6,992,210 8,030,433 1,038,223 14.8% 10,500,000 76.5%

売上原価 5,206,868 74.5% 6,018,426 74.9% 811,557 15.6% 7,790,000 77.3%

販売費及び⼀般管理費 985,822 14.1% 1,051,989 13.1% 66,167 6.7% 1,560,000 67.4%

営業利益 799,519 11.4% 960,017 12.0% 160,497 20.1% 1,150,000 83.5%

経常利益 823,948 11.8% 989,651 12.3% 165,702 20.1% 1,170,000 84.6%

当期純利益 557,782 8.0% 671,606 8.4% 113,824 20.4% 760,000 88.4%

研究開発費 150,144 2.1% 135,077 1.7% -15,067 -
10.0% - -

ＥＰＳ(円) 46.73 - 56.27 - 9.54 - - -

ＲＯＡ（％） 5.2 - 6.3 - 1.1 - - -

ＲＯＥ（％） 7.0 - 8.7 - 1.7 - - -



売上高・営業利益推移（四半期毎）

（千円）
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マーケット別構成比
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※マーケット別構成比は2019年3月期（第2Q）のデータを使用しております。



セグメント別業績
（千円）
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2018年3月期3Q 2019年3月期3Q 増減率

金額 構成比 金額 構成比

売上高 6,992,210 100.0% 8,030,433 100.0% 14.8%

セラミックス事業

機能性セラミックス 305,183 4.4% 359,407 4.5% 17.8%

耐摩耗セラミックス 3,515,334 50.2% 3,823,714 47.6% 8.8%

耐熱セラミックス 1,480,897 21.2% 1,664,293 20.7% 12.4%

理化学用陶磁器他 154,470 2.2% 157,792 2.0% 2.2%

合 計 5,455,885 78.0% 6,005,208 74.8% 10.1%

エンジニアリング事業

加熱装置 443,737 6.3% 631,963 7.9% 42.4%

計測機器・同システム 1,092,586 15.7% 1,393,261 17.3% 27.5%

合 計 1,536,324 22.0% 2,025,225 25.2% 31.8%

営業利益 799,519 - 960,017 - -

セラミックス事業 815,150 - 951,938 - -

エンジニアリング事業 △ 15,630 - 8,078 - -
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セラミックス事業

・ＹＴＺボール・ＳＳＡ－９９５ボールが好調

・ＳＳＡ管類・セラミックローラーも順調に推移

・ＹＴＺボール生産能力増強投資予定

（千円）

7

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

500,000

1,500,000

2,500,000

3,500,000

4,500,000

5,500,000

6,500,000

7,500,000

8,500,000

15/3 16/3 17/3 18/3 17/12 18/12

セラミックス事業売上高 セラミックス事業営業利益



エンジニアリング事業

・加熱装置は前年同期比４２．４％増収

・計測機器も前年同期比２７．５％増収

・利益率改善・増収効果によりセグメント
利益を確保

（千円）
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貸借対照表

・流動資産
現金預金 棚卸資産の増加に伴い現金預金は減

少

・固定資産
投資その他 株価下落に伴う投資有価証券の評

価減に伴い減少

(千円）

・流動負債
買掛債務 売上高増加に伴い買掛債務は増加

・固定負債
その他 株価下落に伴う繰延税金負債の減少

に伴い減少
・純資産

株主資本 内部留保の蓄積による繰越利益剰余
金の増加に伴い増加

9※「税効果会計に係る会計基準」の一部改正（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）を当第1四半期から適用しており、前年度末の数値につきましては遡及修正しております。

18/3末 18/12末 増減率 18/3末 18/12末 増減率

流動資産 8,699,199 9,002,358 3.5% 流動負債 3,628,936 3,778,783 4.1%

現金預金 2,802,684 2,576,040 △ 8.1% 買掛債務 2,000,603 2,177,120 8.8%

売掛債権 3,621,910 3,769,805 4.1% 短期借入金 517,352 467,360 △ 9.7%

棚卸資産 2,143,647 2,503,080 16.8% その他 1,110,981 1,134,303 2.1%

その他 130,957 153,432 17.2% 固定負債 441,432 324,332 △ 26.5%

長期借入金 57,196 15,000 △ 73.8%

固定資産 5,940,770 5,740,504 △ 3.4% その他 384,236 309,332 △ 19.5%

有形固定資産 3,557,002 3,847,682 8.2% 純資産 10,569,600 10,639,746 0.7%

無形固定資産 53,241 42,357 △ 20.4% 株主資本 9,940,061 10,336,624 4.0%

投資その他 2,330,526 1,850,464 △ 20.6% 評価・差額等 629,539 303,122 △ 51.9%

資産合計 14,639,969 14,742,862 0.7% 負債・純資産合計 14,639,969 14,742,862 0.7%



キャッシュフロー計算書
(千円）

・営業ＣＦ
棚卸資産の増減額
在庫の増加

・投資ＣＦ
有形固定資産の取得
セラミックス事業設備投資

・財務ＣＦ
配当金の支払額
配当額８円→１１円

その他
借入金の返済による減少

10

17/9末 18/9末 増減金額

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,164 462,041 84,876

税引前当期純利益 475,383 651,634 176,251

減価償却費 260,767 257,684 △ 3,082

棚卸資産の増減額 △ 115,212 △ 166,260 △ 51,048

その他 △ 243,773 △ 281,016 △ 37,243

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 488,566 △ 278,471 210,095

有形固定資産の取得 △ 482,035 △ 298,397 183,638

その他 △ 6,530 19,925 26,456

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 93,883 △ 210,791 △ 116,907

配当金の支払額 △ 95,442 △ 143,029 △ 47,586

その他 1,559 △ 67,762 △ 69,321

現金等の増減額 △205,285 △ 27,221 178,064

現金等の期末残高 2,666,758 2,755,462 89,176

※キャッシュフロー計算書は2019年3月期（第2Ｑ）のデータを使用しております。
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2019年3月期業績予想（1）

（千円）
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第3四半期(予測） 第3四半期(実績） 対予測⽐ 2019年3⽉期(予測） 対予測（通期）⽐

⾦額 売上⽐ ⾦額 売上⽐ 達成率 ⾦額 売上⽐ 進捗率

売上⾼ 7,500,000 8,030,433 107.1% 10,500,000 76.5%

売上原価 5,540,000 73.9% 6,018,426 74.9% 108.6% 7,790,000 74.2% 77.3%

販売費及び⼀般管理費 1,120,000 14.9% 1,051,989 13.1% 93.9% 1,560,000 14.9% 67.4%

営業利益 840,000 11.2% 960,017 12.0% 114.3% 1,150,000 11.0% 83.5%

経常利益 865,000 11.5% 989,651 12.3% 114.4% 1,170,000 11.1% 84.6%

当期純利益 595,000 7.9% 671,606 8.4% 112.9% 760,000 7.2% 88.4%



2019年3月期業績予想（2）
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目標とする経営指標（1）

・ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）
→8％以上

・ＥＰＳ（1株当たり当期純利益）
→50円以上

・配当性向
→30％～50％
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目標とする経営指標（2）
（過年度実績）
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新規取扱商品について

当社は、エンジニアリング事業において新しくオメガエンジニアリング事業部
(スペクトリス株式会社)の製品を正式に取扱いする事となりました。当社の得意とする
温度関係分野はもとより、オメガエンジニアリング事業部の取扱う、温度、湿度、圧力、
流量、レベル、PH、導電率等に関する幅広い計測機器及び関連製品(主に各種コネクター関
係)を取扱い販売して行く事を紹介させて頂きます。

☆熱電対コネクタ
同社は、1962年に米国で設立され、

熱電対関連製品の製造及び販売して
おり、特にコネクタ製品は日本でも
No.1の知名度を確立しておりオメガ
コネクタとして広く知られておりま
す。

当社は9月より正式に在庫を設置し
安定且つ迅速な対応が出来る様に販
売体制を整え始めております。

今後の展望としましては、当社販
売網を活用し、他の製品と密接な連
携より生まれる高いシナジー効果に
よって、より一層の販売増を目指し
ます。

※当社 独自のカタログも完成しましたので御用命を頂ければ幸いです。



（注）本資料に記載いたしております業績予想数値は、現時点で入
手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分にリスクや不確
実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。
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